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Ｗ
Ｈ
Ｃ
（Ｎ
Ｓ
Ｎ
共
催
）第
７
回
講
演
会
報
告
「こ

れ
か
ら
ど
う
な
る
日
本
経
済
」 

10
月
8
日
、
大
泉
学
園
ゆ
め
り
あ
ホ
ー
ル
に

お
い
て
標
記
講
演
会
が
、
浜 

矩
子
教
授
を
講
師
に

迎
え
、
１
６
５
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

日
本
経
済
の
今
後
が
ど
う
な
る
の
か
は
、
各
自
の

生
活
に
直
結
す
る
重
大
関
心
事
で
あ
る
。 

浜
教
授
は
先
ず
、
日
本
経
済
を
予
測
す
る
た
め

に
必
要
な
世
界
の
経
済
的
・政
治
的
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン

タ
ル
ズ
を
、
豊
富
な
識
見
を
基
に
「平
易
な
言
葉
と

簡
潔
な
比
喩
」を
用
い
て
解
説
し
た
。
そ
の
上
で
、

国
家
の
政
策
は
相
互
に
関
連
し
補
完
的
で
あ
る
こ

と
は
当
然
と
し
て
も
、
現
在
の
安
倍
政
権
の
経
済

政
策
は
、
国
家
安
全
保
障
政
策
を
完
結
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
首
相
自
身
が
明
言
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
大
い
に
問
題
で
期
待
は
で
き

な
い
と
結
論
し
た
。 

個
人
に
よ
っ
て
、
講
演
内
容
へ
の
評
価
は
微
妙
に

異
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
経
済
政
策
は
「人
」を
考

え
る
政
策
で
あ
る
、
と
す
る
言
葉
に
反
対
す
る
人

は
い
な
い
だ
ろ
う
。 

熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
参

加
者
数
、
内
容
共
に
充
実
し
た
講
演
会
で
あ
っ
た
。    

 
 
 
 
 
 

（Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ 

岡
部
） 

 

        

『受
講
し
た
感
想
』 

 

中
国
・米
国
・欧
州
・ギ
リ
シ
ャ
・難
民
等
の
世
界
の

問
題
よ
り
入
っ
た
が
、
こ
れ
は
日
本
経
済
に
も
大

き
く
関
係
し
て
来
る
事
と
思
っ
て
い
た
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
問
題
に
話
が
移
っ
た
が
、
浜
先
生
ら
し
く
選

挙
で
選
ば
れ
た
日
本
の
首
相
を
、
ア
ホ
ノ
ミ
ク
ス
と

痛
烈
批
判
も
い
と
わ
な
か
っ
た
。 

 
た
し
か
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
表
裏
一
体
論
は
、
一

般
の
人
た
ち
が
希
望
も
心
配
も
し
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ
等
の
問
題
も
話
題
と
な
っ

た
が
、
で
き
れ
ば
私
達
シ
ニ
ア
の
心
配
で
あ
る
年

金
・老
後
の
生
き
方
等
の
問
題
を
、
も
っ
と
深
く
ほ

り
さ
げ
て
話
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
も
思
う
。 

 

一
貫
し
て
、
浜
先
生
の
批
判
は
平
和
ボ
ケ
し
て
い

る
私
達
に
と
っ
て
一
石
を
投
じ
て
く
れ
た
。 

 
 
 
 
             

（い
ち
ご
会 

 
菅
原 

） 

こ
れ
か
ら
の
『つ
い
の
住
ま
い
の
研
究
会
』 

 
 
 

本
年
８
月
で
第
２
期
「つ
い
の
住
ま
い
の
研
究
会
」が

終
了
し
ま
し
た
。
修
了
者
は
１
期
生
が
16
名
、
２

期
生
が
11
名
で
、
事
務
局
を
加
え
て
30
名
で
の

活
動
で
し
た
。 

第
１
・第
２
期
の
研
究
会
で
は
、
介
護
保
険
や
高

齢
者
向
け
住
宅
等
の
情
報
を
得
て
、
現
在
か
ら
終

末
期
ま
で
の
生
き
方
・住
ま
い
方
を
一
人
ひ
と
り
が

考
え
る
形
を
取
り
ま
し
た
。  

第
３
期
の
研
究
会
に
つ
い
て
は
、
修
了
者
と
事
務

局
が
11
月
・来
年
１
月
・３
月
の
第
３
木
曜
日
に
集

ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
際
に
係
わ
っ
た
高
齢
期
に

関
連
す
る
体
験
な
ど
を
語
り
合
い
、
研
究
会
の
新

た
な
あ
り
方
を
皆
で
考
え
て
い
く
予
定
で
す
。 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
20
年
の
歴
史
の
中
で
、
皆
さ
ん
が
ど
の
よ

う
な
思
い
や
覚
悟
で
定
年
後
あ
る
い
は
現
役
引
退

後
の
人
生
を
お
過
ご
し
に
な
り
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
活
動
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
思
い
や
覚
悟
・体
験
な

ど
を
順
次
お
話
し
い
た
だ
く
中
で
、
新
し
い
つ
い
の

住
ま
い
研
究
会
の
あ
り
方
が
見
え
て
く
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。 

第
３
期
で
は
、
つ
い
の
住
ま
い
で
の
生
き
方
・住
ま

い
方
の
掘
り
下
げ
た
議
論
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（つ
い
の
住
ま
い
の
研
究
会 

事
務
局
） 

講演される浜矩子教授 



 
 

 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ね
り
ま

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｎ
Ｓ
Ｎ
）
の
中
心

と
な
る
事
業
で
あ
り
、
そ
の
推
移
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。 

平
成
４
年
に
ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が

発
足
し
、
そ
の
翌
年
に
第
１
回
ね
り
ま
シ

ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成

７
年
の
第
２
回
セ
ミ
ナ
ー
以
降
は
毎
年

開
催
し
て
、
平
成
27
年
は
22
回
目
の
開

催
と
な
り
、
毎
年
同
期
会
を
立
ち
上

げ
、
地
域
の
仲
間
づ
く
り
の
場
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

講
演
を
聞
き
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
に
よ

っ
て
、
思
い
を
同
じ
に
す
る
者
が
同
期
会

を
発
足
さ
せ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
一
貫

し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
及
び
形
態

は
そ
れ
ま
で
の
経
験
を
参
考
に
し
、
委
員

会
で
検
討
し
て
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。 

 

大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
の
は
日
程
で

す
。
第
１
回
～
６
回
は
３
日
制
、
第
７
～

17
回
は
２
日
制
、
第
18
回
～
22
回
は
１

日
な
い
し
半
日
制
と
な
り
ま
し
た
。
当
初

は
同
期
会
の
発
足
に
あ
た
り
、
十
分
に

話
し
合
う
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
認
識

が
有
り
ま
し
た
。
ま
た
、
17
回
ま
で
は
、

「
練
馬
を
知
る
」
講
演
も
重
要
と
考
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
近
年
は
セ
ミ
ナ
ー
を
仲

間
づ
く
り
の
場
と
し
て
の
意
識
で
参
加
す

る
方
が
増
え
、
ま
た
練
馬
を
知
る
の
は
同

期
会
を
作
っ
て
か
ら
で
あ
っ
て
も
良
い
と

い
う
機
運
が
高
ま
り
、
基
調
講
演
一
つ
に

な
っ
て
、
１
日
な
い
し
半
日
制
に
変
わ
っ
て

き
た
も
の
で
す
。 

 

ま
た
、
基
調
講
演
も
シ
ニ
ア
に
関
心
の

あ
る
も
の
を
委
員
会
で
検
討
し
て
お
り

ま
す
が
、
単
に
外
部
講
師
を
探
す
の
で
は

な
く
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
活
動
に
沿
っ
た
も
の
の
方

が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
な
り
、
第
22
回

の
講
師
は
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
内
部
講
師
と
し
ま
し

た
が
、
好
評
で
し
た
。 

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会
の
中
で
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
最
も
新

し
く
発
足
し
た
同
期
会
で
す
。
受
講
し

た
経
験
を
生
か
し
、
そ
の
企
画
力
と
実

行
力
を
発
揮
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
地
域
の
仲
間
と
共
に 

生
涯
現
役

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
力
と
し
て
、
ね

り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
は
開
催
さ
れ
て
い

き
ま
す
。 

 

  

【ねりまシニアネットワーク（ＮＳＮ）の歴史】⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー 

開催日・場所 

平成 5年(1993) 11月 

光が丘区民センター 

平成 7年(1995) 1月、3月

厚生文化会館 

平成 8年(1996) 1月 

区役所東館 

平成 9年(1997) 2月、3月 

区役所交流会場 

平成 10年(1998)2月、3月 

区役所交流会場 

平成 11年(1999)2月、3月 

区役所交流会場 

 

平成 12年(2000)3月 

区役所交流会場 

参加者 

第 1回 28名 

第 2回 38名 

  

第 3回 22名 

 

第 4回 48名 

 

第 5回 41名 

 

第 6回 60名 

 

 

第 7回 65名 

講演題名 

※お互いに知り合い、ふれあいを求めて 

 

※くらしの基本設計 

・退職後の健康・維持・予防・相談 

※健康と生きがい、地域とのかかわり 

・練馬区におけるシニア生涯学習 

※おやじの出番 

・シニアを応援します 

※中高年の健康づくり 

・いろいろな女を演じながら 

※中高年の健康管理 

・出会い 

・身体の健康、心の健康 

※60歳からの生き生き人生 

  

講 師 

後庵 正治 

 

小黒 貴則 

藤巻 洋子 

竹井 久弥 

野々村恵子 

守永 英輔 

司 葉子 

小野 三嗣 

左 幸子 

内山 隆久 

藤村 志保 

中原ひとみ 

小杉山禮子 

※は基調講演 

ねりまシニアセミナーの開催状況 

  



 

 

 
 

 
      

 

                 

                           

  
開催日・場所 

平成 13 年(2001) 3 月 

区役所交流会場 

平成 14 年(2002) 3 月 

区役所交流会場 

平成 15 年(2003) 3 月 

区役所交流会場 

平成 16 年(2004) 3 月 

区役所交流会場 

平成 17 年(2005) 3 月 

区役所交流会場 

 

平成 18 年(2006) 3 月 

区役所交流会場 

 

平成 19 年(2007) 3 月 

区役所交流会場 

 

 

平成 20 年(2008) 3 月 

区役所交流会場 

平成 21 年(2009) 5 月 

石神井公園区民交流ｾﾝﾀｰ 

 

 

平成 22 年(2010) 5 月 

石神井公園区民交流ｾﾝﾀ- 

 

 

平成 23 年(2011) 5 月 

石神井公園区民交流ｾﾝﾀ- 

平成 24 年(2012) 5 月 

石神井公園区民交流ｾﾝﾀ- 

平成 25 年(2013) 5 月 

石神井公園区民交流ｾﾝﾀ- 

平成 26 年(2014) 5 月 

石神井公園区民交流ｾﾝﾀ- 

平成 27 年(2015) 5 月 

石神井公園区民交流ｾﾝﾀｰ 

 

 

参加者 

第 8 回 49 名 

 

第 9 回 56 名 

  

第 10 回 50 名 

 

第 11 回 60 名 

 

第 12 回 58 名 

 

 

第 13 回 51 名 

 

 

第 14 回 42 名 

 

 

 

第 15 回 33 名 

 

第 16 回 50 名 

 

 

 

第 17 回 50 名 

 

 

 

第 18 回 43 名 

 

第 19 回 56 名 

 

第 20 回 42 名 

 

第 21 回 38 名 

 

第 22 回 35 名 

講演題名 

※長寿社会の生き甲斐探し 

・練馬を知る 

※シニアライフの仲間づくり 

・練馬の文化財 

※新しい出会いと自分探し 

 

※アクテｲブシニアの扉を開く 

・地域を知ろう <高齢者と練馬区> 

※活き活きシニアで仲間づくり 

・地域を知ろう <郷土練馬> 

・シニアとおしゃれ 

※地域活動は高齢期の人生を豊かにする 

・練馬を知る 

<江戸の野菜から現代の野菜へ> 

※歩いて見つけた  

<60 歳からの前進する生き方> 

・わがまち練馬の新しい発見 

  <“ねりコレ”と観光スポット> 

※シニアライフは仲間と共に 

・練馬の緑の 今、そしてこれから 

※最高の人生の見つけ方 

  <今年こそは何かしてみたい> 

・練馬を知る  

<豊島一族と石神井城の落城> 

※人との出会いは自分の幸せ 

  <セカンドライフの挑戦> 

・練馬の縄文人いきいきライフ 

  <大泉井頭遺跡の発掘> 

※ゆうもあ・びっくり・面白写真 

 

※セカンドステージをどう生きるか、どう

考えるか 

※２１世紀はユーモア時代 

 

※輝きのセカンドライフを拓く 

  <第２の青春をアクテｲブに生きる> 

※セカンドライフの人生設計 

  

講 師 

瀬沼 克彰 

伊藤 学 

森 健 

小金井 靖 

春名 正昭 

 

江見 康一 

北原 豊 

伊藤 美和 

中村 理行 

塙 芙美子 

鈴木 啓三 

加藤 義松 

 

間宮 武美 

 

佐々木克己 

 

藤井 敬三 

浅井 葉子 

渡邊 一雄 

 

葛城 明彦 

 

廿楽美登利 

 

鷲田 芳夫 

 

石黒 敬章 

 

竹内 奉正 

 

若林 一声 

 

角本 陽一 

 

角地 德久 

< “花も実もあるもうひとつの人生”を 

地域の仲間と一緒に考えてみませんか> 

 



★
シ
ニ
ア 

テ
ニ
ス 

初 

心 

者 

教 

室 
 

７
人
前
後
の
教
室
の
新
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

（練
習
日
）月
１
回
で
第
２
月
曜
日
９
時
か
ら
２
時
間 

（テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）石
神
井
松
の
風
文
化
公
園 

（参
加
費
）コ
ー
ト
代
（１
、
６
０
０
円
の
頭
割
り
） 

指
導
料
（参
加
者
１
人
月
１
、
０
０
０
円
） 

右
記
は
暫
定
案
で
、
そ
の
他
コ
ー
ト
の
抽
選
申
込
み
、

ボ
ー
ル
の
確
保
、
教
室
の
内
容
等
も
参
加
希
望
者
と 

話
し
合
っ
て
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（申
込
）ひ
ま
わ
り 
大
貫
☎
０
８
０
（５
４
０
９
）８
７
８
３ 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
山
本
☎
（３
９
９
５
）２
２
１
７ 

 ★
睦 

会 
 

新 

春 

講 

演 
会 

「
西
洋
絵
画
の
楽
し
み
方
」 

(

日
時
）
１
月
10
日
（
日
）
14
・
00
～
16
・
00 

(

講
師
）小
野
寛
子
先
生（
練
馬
区
立
美
術
館
学
芸
員
） 

(

場
所
）石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー
集
会
室    

(

会
費
）
５
０
０
円
（
資
料
・
飲
物
代
） 

(

申
込
・
問
合
せ
）
睦
会 

横
山
☎
（３
９
０
４
）３
１
２
７ 

 

【定 

例 

行 

事
】 

☆
ユ
ー
モ
ア
サ
ー
ク
ル 

３
分
間
ス
ピ
ー
チ
に
よ
り
、
自
然
に
ユ
ー
モ
ア
感
覚
を

体
得
し
ま
し
ょ
う
。 

（日
時
）奇
数
月
第
４
月
曜
日 

14
・
00
～
17
・
00 

（場
所
）谷
原
出
張
所
（高
野
台
駅
下
車
３
分
）の
予
定 

（会
費
）３
０
０
円
（当
日
参
加
者
） 

（申
込
・問
合
せ
）エ
ル
フ
内
藤
☎
（６
７
６
０
）２
８
１
５ 

   

☆
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
を
楽
し
む
会 

♤
♡
♢
♧ 

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
前
半
（オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）

を
省
略
・簡
単
に
し
た
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
初
心
者
も

す
ぐ
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
で
、
認
知
症
予
防
に
も
な
り

ま
す
。
カ
ー
ド
さ
え
あ
れ
ば
ど
こ
で
で
も
遊
べ
ま
す
。 

（日
時
）毎
月
第
４
水
曜
日 

14
・
00
～
16
・
30 

（場
所
）男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

え
ー
る 

３
階 

和
室
（小
） 

（会
費
）１
０
０
円
（当
日
参
加
者
） 

（申
込
・問
合
せ
）ひ
と
み
会 

角
地 

 

☎
（３
９
０
４
）８
０
０
５ 

☆
話 

飲(

ワ
イ
ン)

の
会 

自
由
に
お
弁
当
を
持
ち
こ
み
、
飲
ん
で
食
べ
て
楽
し
く 

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。 

（月
日
）第
１
金
曜
日
と
第
３
水
曜
日
が
原
則 

（場
所
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・チ
ャ
イ
ハ
ナ
光
が
丘 

 

光
が
丘
駅
よ
り
徒
歩
５
分
。
Ｈ
Ｐ
参
照
。 

(

参
加
費)

５
０
０
円
。 

飲
み
物
代
含
む
。
要
予
約
。 

 
 
 
 
 
 

ワ
イ
ン
・ビ
ー
ル
・コ
ー
ヒ
ー
・紅
茶 

  
（申
込
・問
合
せ
）四
季
会 

吉
村 

☎
０
７
０(

６
５
５
９)

３
９
３
３ 

☆
囲 

碁 
愛 
好 

会 

み
ん
な
で
楽
し
く
囲
碁
を
！ 

(

日
時
）毎
月
第
２
火
曜
日 

13
・
00
～
17
・
00 

 
 
 
 
 

（そ
の
他
日
曜
又
は
休
日
） 

(

場
所
）サ
ン
ラ
イ
フ
練
馬 
和
室
（２
）・会
議
室 

(

会
費
）年
５
０
０
円 

(

申
込
・問
合
せ
）ま
る
く
会 

伊
藤 

☎
０
９
０
（７
４
１
５
）３
１
６
３ 

   

                         

 

【編
集
後
記
】 

マ
ン
ネ
リ
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
右
記
の
提
案

は
ご
尤
も
で
あ
り
、
編
集
委
員
会
で
も
そ
の
よ
う

な
考
え
方
が
既
に
出
て
い
て
、
４
月
号
か
ら
３
面
に

該
当
す
る
欄
を
設
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
っ
そ
く
ご
寄
稿
も
届
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

に
対
し
て
の
ご
意
見
が
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 

（〇
山
） 

 

＜問合せ・連絡先 03-5999-4550＞ 編集責任者／丸山敏雄（虹の会） 

 

 

 

オープン参加行事のご案内 
 

【編
集
会
議
に
参
加
し
て
】 

編
集
会
議
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
恐
縮
し

ま
し
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
報
は
今
回
で
61
号
で
す
の
で
、

11
年
目
に
突
入
し
た
よ
う
で
す
。
「十
年
一
昔
」と

云
わ
れ
る
よ
う
に
、
構
成
内
容
や
紙
面
レ
イ
ア
ウ
ト

等
の
マ
ン
ネ
リ
化
の
為
、
見
直
し
の
時
期
に
来
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

私
は
「す
ば
る
」の
会
報
担
当
で
す
。
会
報
作
成
の

苦
労
は
痛
感
し
て
い
ま
す
。
会
報
を
発
行
す
る
か
ら

に
は
、
読
者
の
身
に
な
っ
て
編
集
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
興
味
の
無
い
内
容
や
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
内
容

で
は
目
を
背
け
て
し
ま
い
ま
す
。 

ひ
と
つ
の
提
案
で
す
が
、
「会
員
の
ひ
ろ
ば
」を
「会

員
の
声
」に
変
え
会
員
か
ら
自
由
な
意
見
を
投
稿
し

て
も
ら
い
、
賛
同
か
反
対
の
意
見
等
も
載
せ
る
な
ど

活
発
な
意
見
交
換
に
よ
り
、
さ
ら
に
会
員
間
の
意
思

の
交
流
を
深
め
て
は
ど
う
か
と
感
じ
ま
す
。 

メ
ロ
ウ
・メ
イ
ツ 

す
ば
る 

 

猪
俣
俊
美 

  Ｎ
Ｓ
Ｎ
定
例
運
営
連
絡
会 

開
催
メ
モ 

平
成
27
年
9
月
26
日
（土
）
14
・
00
～
16
・
00 

平
成
27
年
10
月
24
日
（土
）
14
・
00
～
16
・
00 

（討
議
内
容
等
省
略
） 

＜問合せ・連絡先 03-5999-4550＞ 編集責任者／丸山敏雄（虹の会） 

 


